
【事例 】 クレジットカードにゲームアプリ６０万円の請求

が・・・！ 

～子供のオンラインゲームの高額課金トラブル～ 
 

〈相談内容〉 

小学生の息子（７歳）の学校の授業でタブレットを使用するため、学校から

無料アプリをインストールするよう指示があった。無料のアプリだがクレジッ

トカード番号の入力が必要で入力した。後日、クレジットカード会社から約６

０万円の請求があった。息子が親の知らないうちに４社のゲームアプリをダウ

ンロードして課金をしたようだ。支払わなければならないか。（４０歳代 男性） 

 

〈助言〉 

息子にゲームをした状況について確認し、プラットフォーマー※１の問い合わ

せフォームから、状況を記載した手紙を添え、未成年者契約の取り消し※２を依

頼するように、またクレジットカード会社に請求の保留を依頼するよう助言し

ました。 

後日、相談者からセンターに、「プラットフォーマーが海外のゲーム会社１社

分は取り消したが、他の３社に断られた、３社についても取り消してほしい」

と連絡があり、ゲームを行った息子と一緒にセンターに電話をするよう伝えま

した。息子から契約に至った経緯を確認すると、契約内容や金額が高額になっ

ていたことを理解していなかったことがわかり、今後はゲームをする時は両親

に相談するよう伝えました。再度、相談者に契約に至った経緯や、息子が使用

するタブレットにはクレジットカード番号を入力しないなどの対策を詳しく追

加し、未成年者契約の取り消し通知を作成するよう伝え、書き方を助言しまし

た。センターからプラットフォーマーに連絡し、契約に至った経緯や事情を説

明し、相談者の家族で話し合い、息子が反省をしていることや今後は両親が細

心の注意を払うことを伝え、調査を依頼した結果、後日今回に限り、ゲームの

アカウント停止などの条件付きで取り消しすると連絡があり、相談者も了承し

たため、相談を終了しました。 

 

オンラインゲーム等、未成年者のネットに関するトラブルが増加しています。

このようなトラブルに遭わないために、日頃からネット上でサービスを利用す

るルールについて、家族で話し合っておくことが必要です。 

ゲームの未成年者契約の取り消しは、ゲーム会社のルールに従っていない場

合は、例え未成年者であっても取り消しされないこともあります。ゲームを使

用する前に、保護者が一緒にルールを確認しましょう。 

各ＯＳ（ＡｎｄｒｏｉｄやｉＯＳ）では、利用できる機能に制限を設ける「ペ

アレンタルコントロール」の設定が可能です。子供が利用する端末にはアクセ

ス制限をかけたり、クレジットカード番号情報を端末に保存しないようにしま

しょう。 

保護者の知らない内に、被害が拡大することがあるため、保護者がインター



ネット・リテラシーの向上に努め、子どもがネットの有料サービスを利用でき

ないようするなどの対策を検討しましょう。 

 

スマートフォン等でゲームをする場合、キャリア（携帯電話会社）決済がで

きるため、決済できる限度額を低額にしておくことも検討しましょう。 

個人情報やクレジットカード番号等を入力する場合、画面上のセキュリティ

の「鍵マーク」や「ｈｔｔｐｓ」＝暗号化（ＴＬＳやＳＳＬ）を必ず確認し、

自らの個人情報を守りましょう。 

消費者トラブルに遭った時は、すぐに消費生活センターに相談しましょう。 

 

 

※１：インターネットを通じて消費者にサービスの「場」を提供する企業を

指します。 

 

※２：民法が改正され、令和４年（２０２２年）４月から、成年年齢が２０

歳から１８歳に引き下げられました。１８歳の誕生日を迎えると「成年」とな

り、成年に達すると、親権者や保護者の許可なく、自分の意思で様々な契約を

することができるようになります。未成年者が親権者等の同意を得ずに契約し

た場合には、未成年者取消権によってその契約を取り消すことができますが、

成年になって結んだ契約は未成年者取消権の行使ができなくなります。 

 


